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宗
達
・
光
琳
の
《
風
神
雷
神
図
屏
風
》
研
究
を
振
り
返
っ
て

仲
　
町
　
啓
　
子

は
じ
め
に

本
学
科
紀
要
の
創
刊
号
（
一
九
八
六
年
三
月
）
に
寄
せ
た
拙
論
の
題
は
「
風
神
雷

神
図
屏
風
と
宗
達
・
光
琳
」
で
、
そ
れ
が
本
学
に
お
け
る
私
の
宗
達
・
光
琳
研
究
の

出
発
点
で
あ
っ
た
。
宗
達
（
生
没
年
不
詳
）
の
《
風
神
雷
神
図
屏
風
》（
京
都
・
建

仁
寺
蔵
、
以
下
宗
達
本
）
の
伝
来
を
、
光
琳
（
一
六
五
八
―
一
七
一
六
）
の
《
風
神

雷
神
図
屏
風
》（
東
博
蔵
、
以
下
光
琳
本
）
に
よ
っ
て
考
察
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
る
（
挿
図
1
、
2
）。
両
屏
風
に
つ
い
て
の
従
来
の
解
釈
は
、
光
琳
に
よ
る
宗
達

本
の
写
し
（
光
琳
本
）
は
、
両
者
の
資
質
の
違
い
を
表
す
も
の
で
、
し
か
も
光
琳
は

宗
達
が
そ
こ
に
現
出
さ
せ
た
独
特
な
空
間
表
現
を
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
、
と
い
っ
た
造
形
的
な
比
較
・
分
析
が
主
流
を
占
め
て
い
た
。
様
式
論
は
大
学
時

代
及
び
大
学
院
時
代
に
叩
き
込
ま
れ
た
私
の
研
究
方
法
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
は
あ

る
が
、
絵
師
た
ち
の
制
作
活
動
を
歴
史
的
な
事
実
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
興
味
を

抱
き
始
め
て
い
た
た
め
、
何
故
光
琳
は
写
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ

う
な
具
体
的
な
状
況
下
で
行
わ
れ
た
の
か
、
に
つ
い
て
探
ろ
う
と
し
た
。
作
品
の
中

だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
作
品
や
表
現
の
歴
史
的
な
意
味
を
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
こ
う

し
た
姿
勢
は
、
結
果
と
し
て
そ
の
後
の
研
究
生
活
で
も
貫
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
下
に
述
べ
る
の
は
、
宗
達
と
光
琳
の
《
風
神
雷
神
図
屏
風
》
の
表
現
内
容
の
違
い

を
、
制
作
背
景
な
ど
の
歴
史
的
状
況
を
踏
ま
え
て
解
釈
し
よ
う
と
し
た
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
の
足
跡
で
あ
る
。

宗
達
本
の
制
作
背
景

相
見
香
雨
氏
が
提
唱
さ
れ
た
宗
達
本
の
妙
光
寺
伝
来
説
を
改
め
て
読
ん
で
み
る

と
、
そ
こ
に
は
か
な
り
衝
撃
的
事
実
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た１
。
講
演
筆
録

の
短
い
文
章
の
た
め
、
し
か
も
詳
し
い
事
実
関
係
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
そ
れ
ま
で
の
宗
達
研
究
の
中
で
は
あ
ま
り
気
に
と
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ

が
、
も
し
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
、
宗
達
研
究
ば
か
り
で
な
く
光
琳
研
究
に
と
っ

て
も
興
味
深
い
こ
と
に
違
い
な
い
と
確
信
し
た
。
そ
こ
で
妙
光
寺
や
建
仁
寺
で
の
現

地
調
査
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に
当
た
っ
て
み
た
。
結
局
、
宗
達
本
の
京

都
・
妙
光
寺
伝
来
説
を
裏
付
け
る
最
も
有
力
な
証
拠
こ
そ
、
光
琳
本
の
存
在
以
外
に

な
い
こ
と
に
改
め
て
気
付
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
注
文
主
や
受
容
状
況
な
ど
に
は
興

味
深
い
事
実
も
判
明
し
、
そ
れ
が
後
に
両
屏
風
の
比
較
に
新
た
な
視
点
を
提
供
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
三
十
年
以
上
も
前
の
論
文
に
若
干
の
補
足
を
加
え
つ
つ
そ
の

骨
子
を
次
に
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

妙
光
寺
は
花
山
院
師
継
（
一
二
二
二
―
八
一
）
が
法
燈
国
師
・
無
本
覚
心
（
一
二
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〇
七
―
九
八
）
を
開
山
に
迎
え
、
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
に
建
立
し
た
由
緒
あ
る

禅
宗
寺
院
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
室
町
時
代
末
に
は
伽
藍
は
荒
廃
し
、
や
が
て

建
仁
寺
（
霊
洞
院
）
の
末
寺
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
初
期
に
寺
の
再
興
を
手
が
け
た

の
が
、
豪
商
・
打
它
公
軌
（
？
―
一
六
四
七
）
で
あ
る２
。
寛
永
十
四
年
（
一
六
三

七
）
よ
り
着
手
さ
れ
、
寛
永
十
六
年
十
月
十
三
日
、
途
中
か
ら
妙
光
寺
再
建
の
住
持

を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
三
江
紹
益
（
？
―
一
六
五
〇
、
高
台
寺
の
開
山
）
に

よ
っ
て
開
山
法
燈
圓
明
国
師
忌
が
営
ま
れ
る
頃
ま
で
に
は
、
寺
観
は
か
な
り
整
え
ら

れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
寺
の
再
興
に
合
わ
せ
て
公
軌
は
境
内
に
私
的
な
庵
の
建

造
も
行
っ
て
い
る
。
彼
が
妙
光
寺
の
再
興
を
手
が
け
た
最
大
の
動
機
こ
そ
、
平
安
時

代
よ
り
貴
顕
た
ち
が
別
業
を
営
ん
だ
閑
静
な
洛
西
の
地
に
あ
る
妙
光
寺
内
に
草
庵
を

営
み
、
木
下
長
嘯
子
（
勝
俊
、
一
五
六
九
―
一
六
四
九
）
ら
を
招
い
て
歌
会
等
を
催

す
こ
と
で
あ
っ
た
。
豊
臣
秀
吉
の
正
室
・
高
台
院
（
？
―
一
六
二
四
）
の
甥
に
あ
た

る
木
下
長
嘯
子
は
、
関
ヶ
原
合
戦
後
、
東
山
に
隠
棲
し
て
当
時
の
京
都
雅
文
壇
の
中

心
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
同
時
に
彼
は
公
家
の
阿
野
家
や
九
条
家
あ
る
い
は
武
家

の
小
堀
遠
州
（
一
五
七
九
―
一
六
四
七
）
な
ど
と
も
交
友
関
係
を
も
つ
、
京
都
有
数

の
知
識
人
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
彼
の
歌
文
集
で
あ
る
『
挙
白
集
』（
一
六
四
九
年

刊
）
に
は
、「
鳴
滝
の
妙
光
寺
そ
の
か
た
も
な
く
た
え
侍
り
し
を　

何
か
し
公
軌
あ

ら
た
め
つ
く
り
て　

か
た
は
ら
に
わ
た
く
し
の
草
庵
を
し
つ
ら
ひ
て　

驚
月
と
名
つ

く
」
と
あ
り
、
公
軌
が
荒
廃
し
た
妙
光
寺
を
建
て
直
し
、
そ
の
伽
藍
の
傍
ら
に
自
ら

の
草
庵
・
驚
月
庵
を
造
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
驚
月
庵
で
は
長
嘯
子
ら

を
招
い
て
、
褒ほ

う

貶へ
ん

の
会
や
月
次
之
会
な
ど
の
歌
会
が
催
さ
れ
た
。
長
嘯
子
の
後
援
者

で
も
あ
っ
た
公
軌
は
、
右
の
『
挙
白
集
』
の
出
版
に
も
尽
力
し
て
い
た
。
彼
は
敦
賀

か
ら
京
に
出
て
、
一
代
で
莫
大
な
財
産
を
築
き
上
げ
た
富
裕
な
商
人
で
あ
っ
た
が
、

同
時
に
文
化
的
な
も
の
へ
の
志
も
篤
く
、
京
都
の
上
流
社
会
と
の
文
雅
な
交
流
を
切

望
し
て
い
た
。
江
戸
時
代
初
期
の
京
文
化
の
一
翼
を
支
え
た
の
は
室
町
時
代
末
の

「
町
衆３
」
の
流
れ
を
汲
む
上
層
町
人
層
で
あ
る
。
公
軌
は
そ
う
し
た
上
層
町
人
た
ち

の
生
き
方
を
憧
憬
す
る
人
間
で
あ
っ
た
。
後
に
考
察
す
る
よ
う
に
絵
の
内
容
も
踏
ま

え
て
考
察
す
る
な
ら
、
こ
う
し
た
文
雅
な
集
い
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
屏
風
と
し
て
宗

達
本
が
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
す
る
と
妙
光
寺
が
再
建
さ
れ

て
い
た
寛
永
十
四
、
五
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
宗
達
の
最
晩
年
期
の

屏
風
絵
と
な
る４
。

公
軌
没
後
、
妙
光
寺
を
引
き
継
い
だ
の
は
息
子
の
景
軌
（
？
―
一
六
七
〇
）
で
あ

る
。
彼
は
本
阿
弥
光
悦
（
一
五
五
八
―
一
六
三
七
）
の
孫
・
本
阿
弥
光
甫
（
一
六
〇

一
―
八
二
）
の
娘
を
妻
に
迎
え
、
結
婚
後
、
本
阿
弥
家
を
は
じ
め
尾
形
家
な
ど
京
都

の
上
層
町
人
層
の
多
く
が
信
仰
し
て
い
た
法
華
宗
に
改
宗
し
て
い
る
。
改
宗
後
も
妙

光
寺
へ
の
支
援
は
継
続
さ
れ
、
歌
会
な
ど
も
続
け
ら
れ
た
。『
隔
蓂
記
』
に
よ
る

と
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
八
月
二
十
四
日
に
は
、
鳳
林
承
章
（
一
五
九
三
―
一

六
六
八
）
や
円
徳
翁
（
三
江
紹
益
）
ら
を
招
い
た
茶
会
が
行
わ
れ
、
唾
足
軒
（
曽
我

蛇
足
か
）
の
掛
幅
画
や
雪
舟
の
山
水
画
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
鳳
林
承
章
は
公
家
の

勧
修
寺
家
の
出
身
で
、
鹿
苑
寺
（
金
閣
寺
）
住
持
や
相
国
寺
第
九
十
五
世
な
ど
も
務

め
た
高
僧
で
あ
り
、
江
戸
初
期
の
京
都
の
上
層
知
識
人
た
ち
の
動
向
を
語
る
膨
大
な

日
記
で
あ
る
『
隔
蓂
記
』
を
残
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
三
江
紹
益
も
禅
僧
な
が
ら

歌
・
漢
詩
文
に
長
け
、
宮
廷
関
係
の
雅
会
に
も
登
場
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
景

軌
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）、
人
麿
像
を
祭
る
人
麿
堂
を
建
造
し
た
。
そ
れ
は
堂

内
に
印
金
を
貼
り
廻
ら
し
た
豪
華
な
建
物
で
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊
の
『
都

名
所
図
会
』
に
は
「
印
金
堂
は
堂
内
の
四
方
惣
印
金
を
押
て　

当
所
の
壮
観
こ
こ
に

と
ど
ま
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る５
。
さ
ら
に
『
隔
蓂
記
』
に
よ
る
と
、
万
治
三
年
（
一

六
六
〇
）
三
月
、
仁
和
寺
へ
行
幸
さ
れ
て
い
た
後
水
尾
院
（
一
五
九
六
―
一
六
八

〇
）
が
妙
光
寺
の
噂
を
聞
き
つ
け
て
、
仁
和
寺
か
ら
山
伝
い
に
「
糸
屋
如
雲
山
荘
・

妙
光
寺
」（
如
雲
は
景
軌
の
号
）
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
事
は
、
糸
屋
（
打
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它
家
）
が
妙
光
寺
内
に
営
む
山
荘
が
文
雅
な
社
交
の
場
と
し
て
か
な
り
広
範
囲
に
知

ら
れ
て
い
た
様
子
を
物
語
っ
て
い
る
。
公
軌
そ
し
て
彼
の
跡
を
継
い
だ
景
軌
が
、
妙

光
寺
内
の
驚
月
庵
を
ま
す
ま
す
風
流
な
装
い
に
整
備
し
て
い
っ
た
の
は
、
そ
こ
が
文

化
的
営
為
の
た
め
の
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
打
它
家
の
人
々

の
よ
う
な
江
戸
初
期
型
富
商
た
ち
の
豪
遊
ぶ
り
を
痛
烈
に
批
判
し
た
の
が
、
三
井
高

房
（
一
六
八
四
―
一
七
四
八
）
の
『
町
人
考
見
録
』
で
あ
る
。
高
房
は
公
軌
の
こ
と

を
「
和
歌
の
便
よ
り　

町
人
の
分
と
し
て　

堂
上
の
御
歴
御
歴
に
交
り　

其
身
の
本

心
を
わ
す
れ　

終
に
大
分
の
身
上
滅
亡
す　

是
其
職
分
を
し
ら
ざ
る
者
也
」
と
書
き

記
し
て
い
る
。
採
算
を
度
外
視
し
た
か
に
見
え
る
ほ
ど
文
化
的
営
為
に
没
頭
す
る
情

熱
を
、
江
戸
初
期
の
大
商
人
は
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
家
が
傾
く
の
は

公
軌
の
孫
の
世
代
で
あ
る
。
宗
達
は
こ
う
し
た
寺
の
再
興
も
請
け
負
え
る
経
済
力
を

有
し
た
商
人
た
ち
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
を
生
き
て
い
た
。
同
様
な
宗
達
の
金
屏
風

の
例
と
し
て
、
堺
の
豪
商
・
谷
正
安
（
一
五
八
九
―
一
六
四
四
）
が
発
注
し
て
自
身

が
建
立
し
た
堺
の
祥
雲
寺
に
寄
進
し
た
《
松
島
図
屏
風
》（
米
・
フ
リ
ア
ギ
ャ
ラ

リ
ー
蔵
）
が
あ
る
。

宗
達
本
の
妙
光
寺
伝
来
説
を
裏
付
け
る
有
力
証
拠
と
し
て
の
光
琳
本

那
波
祐
英
（
一
六
五
二
―
九
九
）
の
『
蕉
牕
餘
吟
』（
京
都
・
洛
東
遺
芳
館
蔵
）

に
よ
る
と
、
打
它
家
三
代
目
の
光
軌
（
一
六
六
四
―
一
七
二
一
）
が
元
禄
五
年
（
一

六
九
二
）
九
月
十
九
日
に
妙
光
寺
内
（
驚
月
庵
か
）
で
催
し
た
雅
会
に
、
祐
英
は
尾

形
光
琳
の
弟
・
乾
山
（
一
六
六
三
―
一
七
四
三
）
ら
と
と
も
に
加
わ
っ
て
、
夜
半
近

く
ま
で
笙
を
吹
い
た
り
、
詩
を
作
っ
た
り
し
て
風
雅
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た６
。
元

禄
二
年
以
来
、
仁
和
寺
近
く
の
双
岡
に
習
静
堂
を
営
ん
で
い
た
乾
山
は
、
鳴
滝
界
隈

に
地
縁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
元
禄
七
年
、
乾
山
は
福
王
子
村
鳴
滝
泉
谷
の
山
屋
敷
を

二
条
家
よ
り
拝
領
し
（
お
そ
ら
く
購
入
し
）、
元
禄
十
二
年
に
は
そ
の
地
で
窯
業
を

本
格
的
に
始
め
る
。
い
わ
ゆ
る
鳴
滝
窯
で
あ
る
。
そ
れ
が
都
の
乾
の
方
角
に
あ
っ
た

た
め
乾
山
と
名
付
け
、
自
ら
の
号
と
し
て
も
使
っ
た
。
鳴
滝
窯
も
山
伝
い
に
行
け
ば

妙
光
寺
と
は
至
近
距
離
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
光
琳
は
乾
山
を

介
し
て
妙
光
寺
に
あ
っ
た
宗
達
本
の
存
在
を
知
っ
た
に
違
い
な
い
と
推
測
し
た
。
な

お
、『
蕉
牕
餘
吟
』
に
よ
る
と
光
軌
は
元
禄
八
年
九
月
十
八
日
以
降
、
妙
光
寺
と
は

疎
遠
に
な
り
、
つ
い
に
元
禄
十
六
年
、
相
馬
中
村
藩
の
藩
主
・
相
馬
昌
胤
に
和
歌
の

師
と
し
て
仕
え
る
こ
と
と
な
っ
て
、
再
び
京
に
戻
る
こ
と
な
く
、
享
保
六
年
（
一
七

二
一
）
そ
の
地
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

光
琳
こ
そ
宗
達
本
の
第
一
発
見
者
で
あ
る
と
い
う
推
定
を
確
信
に
変
え
て
い
っ
た

の
は
、
二
〇
〇
六
年
に
出
光
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
『
国
宝　

風
神
雷
神
図
屏
風　

宗
達
・
光
琳
・
抱
一　

琳
派
芸
術
の
継
承
と
創
造
』
展
の
カ
タ
ロ
グ
で
、
内
藤
正
人

氏
が
入
念
な
ト
レ
ー
ス
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
光
琳
本
は
宗
達
本
を
細
部
に
至
る
ま

で
か
な
り
忠
実
に
写
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る７
。
そ
の
正
確
さ
は
、
近
く
で

じ
っ
く
り
見
て
写
さ
な
い
限
り
不
可
能
な
ほ
ど
の
一
致
で
あ
る
。
現
所
蔵
者
で
あ
る

建
仁
寺
に
あ
っ
た
と
し
て
も
光
琳
が
写
す
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
皆
無
で
は
な

い
と
は
思
わ
れ
る
が
、
格
式
あ
る
禅
宗
寺
院
内
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
作
品
を
写
し
取

る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
京
都
の
町
衆

で
、
本
阿
弥
家
を
介
し
て
遠
い
親
戚
関
係
に
あ
り
、
し
か
も
乾
山
も
親
し
く
出
入
り

し
て
い
た
妙
光
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
な
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
は
る
か
に
高
く

な
る
。

光
琳
が
宗
達
（
及
び
宗
達
派
）
の
屏
風
に
拠
っ
て
制
作
し
た
作
品
が
現
在
三
点
確

認
で
き
る
。《
風
神
雷
神
図
屏
風
》（
東
博
蔵
）・《
松
島
図
屏
風
》（
六
曲
一
双
の
岩

崎
家
旧
蔵
本
は
焼
失
、
右
隻
の
み
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
少
々
改
変
し
た
六
曲
一

隻
屏
風
は
米
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）・《
槇
楓
図
屏
風
》（
東
京
藝
術
大
学
蔵
）
で
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あ
る
。
図
柄
を
忠
実
に
写
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
《
風
神
雷
神
図
屏
風
》
と
岩
崎
家

旧
蔵
《
松
島
図
屏
風
》
で
あ
る
。
堺
の
祥
雲
寺
に
伝
来
し
た
宗
達
の
《
松
島
図
屏

風
》
の
場
合
も
、
六
曲
一
双
屏
風
を
か
な
り
忠
実
に
再
現
す
る
た
め
に
は
近
く
で
熟

視
す
る
機
会
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
祥
雲
寺
の
創
建
に
尽
力
し
た
谷

正
安
は
堺
の
大
商
人
で
あ
っ
た
点
で
、《
風
神
雷
神
図
屏
風
》
の
場
合
の
打
它
公
軌

と
似
た
境
遇
で
あ
る
。
光
琳
が
律
儀
に
図
柄
を
写
し
取
っ
た
宗
達
の
屏
風
が
と
も
に

大
商
人
が
深
く
関
係
し
た
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
醍
醐
寺

な
ど
貴
族
社
会
と
深
く
関
わ
っ
た
大
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
作
品
は
、
光
琳
と
言

え
ど
も
な
か
な
か
手
が
出
し
に
く
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、

京
都
の
光
琳
が
堺
の
祥
雲
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
《
松
島
図
屏
風
》
を
親
し
く
写
す

機
会
を
持
つ
に
到
っ
た
事
情
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
推
測
が
可
能
で
あ
る
が
こ
こ

で
は
省
略
す
る８
。

宗
達
本
と
光
琳
本
の
違
い

二
〇
一
五
年
秋
に
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
琳
派
誕
生
四
〇
〇
年
記
念　

琳
派　

京
（
み
や
こ
）
を
彩
る
」
展
で
、
宗
達
本
と
光
琳
本
が
久
し
ぶ
り
に
隣
り
合

わ
せ
で
展
示
さ
れ
て
い
る
の
を
間
近
に
見
て
、
両
屏
風
の
違
い
に
改
め
て
驚
か
さ
れ

た
。
も
っ
と
も
大
き
な
相
違
点
は
、
宗
達
本
で
は
風
神
・
雷
神
は
で
き
る
限
り
存
在

感
を
希
薄
に
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
両
神
が
中
空
に
「
ふ
わ
っ
と
浮
か
ん
で
い
る
」

よ
う
に
見
せ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
光
琳
本
で
は
輪
郭
を
描
く
墨
線
が
濃
く
な
り
、

か
つ
力
強
く
な
っ
た
こ
と
と
、
彩
度
の
高
い
朱
や
緑
青
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
強
調
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
風
神
・
雷
神
の
形
は
く
っ
き
り
と
描
き
出
さ
れ
、
い
わ
ば
実

体
的
な
存
在
と
し
て
画
面
上
に
し
っ
か
り
と
定
着
さ
せ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
存

在
感
を
増
し
た
光
琳
の
風
神
雷
神
は
、
極
端
な
言
い
方
を
す
る
な
ら
動
き
を
止
め
ら

れ
、
あ
た
か
も
画
面
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
少
な
く
と

も
宗
達
画
の
よ
う
に
中
空
に
浮
遊
す
る
感
じ
は
し
な
い
。

雷
神
を
例
に
と
る
な
ら
、
輪
郭
線
が
単
に
濃
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
筋
肉
を
描

く
線
の
う
ね
り
が
強
調
さ
れ
、
文
様
の
よ
う
に
も
見
え
る
そ
れ
ら
の
線
は
、
宗
達
本

よ
り
も
や
や
饒
舌
に
数
多
く
引
か
れ
腕
や
足
の
存
在
を
印
象
付
け
る
。
胸
と
腹
の
境

を
表
す
線
は
腹
部
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
表
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
体
」
の
存
在
を
感
じ

さ
せ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
（
挿
図
3
、
4
）。
目
に
は
ア
イ
ラ
イ
ン
の
よ
う
な

濃
い
墨
線
が
入
れ
ら
れ
、
し
か
も
下
向
き
の
「
視
線
」
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
瞳
の

位
置
を
片
方
に
寄
せ
て
い
る
（
挿
図
5
、
6
）。
視
点
が
定
ま
ら
な
い
宗
達
の
雷
神

と
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
視
線
」
の
存
在
も
光
琳
画
の
風
神
雷
神

に
実
在
感
を
演
出
す
る
の
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
着
衣
の
朱
は
鮮
や
か
と
な
り
、

同
色
が
唇
や
口
の
中
、
鼻
の
穴
に
も
点
じ
ら
れ
、
鮮
や
か
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

逆
立
つ
髪
の
毛
の
描
写
も
光
琳
本
と
宗
達
本
と
の
間
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
宗

達
本
の
場
合
、
風
神
で
は
金
泥
を
、
雷
神
で
は
代
赭
系
の
色
を
塗
っ
た
上
に
墨
線
の

み
で
髪
の
毛
を
表
す
の
に
対
し
て
、
光
琳
は
、
両
神
と
も
に
代
赭
系
の
色
を
下
に

塗
っ
た
上
か
ら
金
泥
線
と
墨
線
を
交
互
に
引
い
て
、
激
し
く
な
び
く
毛
の
様
態
を

い
っ
そ
う
強
調
す
る
か
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。
金
泥
の
上
か
ら
墨
線
を
引
く
宗

達
の
風
神
が
、
一
見
金
泥
線
と
墨
線
を
交
互
に
引
い
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
光
琳

は
そ
れ
を
金
泥
線
に
変
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
両

屏
風
の
表
現
の
差
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

宗
達
本
の
制
作
意
図
と
表
現
の
特
色

「
風
神
と
雷
神
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
た
動
機
の
ひ
と
つ
に
、
両
神
が
千
手

観
音
像
の
眷
属
と
い
う
も
と
も
と
仏
教
美
術
に
由
来
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
こ
と
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が
挙
げ
ら
れ
る
。
驚
月
庵
は
妙
光
寺
と
い
う
仏
教
寺
院
の
内
に
存
在
し
て
い
た
。
そ

の
こ
と
が
、
こ
の
特
殊
な
画
題
の
選
択
を
促
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
宗
達
本
は
仏
画
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
礼
拝
像
で
も
な
い
。
ま
ず
念
頭

に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
風
神
雷
神
が
「
屏
風
」
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
屏
風
の
基
本
的
な
機
能
は
風
流
な
空
間
を
飾
る
こ
と
に
あ
る
。
古
く
は

七
夕
法
楽
の
座
敷
飾
り
に
使
わ
れ
た
《
源
氏
物
語
扇
面
流
屏
風
》
の
例
よ
う
に９
、
古

典
的
な
物
語
や
故
事
、
あ
る
い
は
景
物
な
ど
を
描
い
た
大
和
絵
屏
風
は
、
芸
能
や
文

芸
の
場
を
演
出
す
る
大
事
な
道
具
で
あ
っ
た11
。
十
五
世
紀
に
金
屏
風
が
制
作
さ
れ
始

め
て
、
い
っ
そ
う
そ
の
役
割
は
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

宗
達
本
が
具
体
的
に
ど
の
部
屋
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し

か
し
両
神
が
浮
か
べ
る
表
情
は
、
使
わ
れ
た
「
場
」
を
想
定
す
る
の
に
示
唆
的
で
あ

る
。
風
神
雷
神
は
《
千
手
観
音
像
》
の
眷
属
と
し
て
仏
画
に
登
場
す
る
時
も
、《
過

去
現
在
因
果
経
》（
京
都
・
醍
醐
寺
蔵
）
の
降
魔
の
場
面
に
登
場
す
る
時
も
、
あ
る

い
は
宗
達
が
風
神
と
雷
神
の
形
を
借
用
し
た
《
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
》（
弘
安
本
系
）

に
登
場
す
る
雷
神
の
場
合
も
、
そ
の
表
情
は
厳
し
く
、
怒
り
を
露
わ
に
し
つ
つ
、
威

圧
的
で
あ
り
か
つ
攻
撃
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
宗
達
の
風
神
雷
神
は
、
鬼
形
で

あ
り
な
が
ら
も
ま
る
で
笑
み
を
浮
か
べ
た
よ
う
な
諧
謔
的
な
表
情
を
湛
え
て
い
る
。

ま
た
右
記
の
雷
神
の
身
色
は
い
ず
れ
も
「
赤
」
で
あ
る
が
、
宗
達
は
そ
れ
を
「
白
」

に
変
え
、
雷
神
と
し
て
の
属
性
を
後
退
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
雷
や
風
と
い
う
自
然
現

象
を
司
る
超
越
的
な
畏
敬
の
対
象
と
し
て
の
神
で
は
な
く
、
人
々
に
慈
雨
を
も
た
ら

し
暴
風
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
優
し
い
神
と
化
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

狂
言
「
神
鳴
」
は
、
地
上
に
落
ち
た
雷
が
、
最
後
に
は
五
穀
の
た
め
に
程
よ
い
雨
を

降
ら
せ
る
こ
と
を
約
束
し
て
天
上
に
帰
る
と
い
う
、
擬
人
化
さ
れ
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

雷
の
話
で
あ
る
。
宗
達
の
風
雷
神
の
表
情
に
は
、
そ
う
し
た
芸
能
に
登
場
す
る
寿
ぎ

の
イ
メ
ー
ジ
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
驚
月
庵
で
の
文
雅
な
集
ま
り
の
座
敷
を
飾

る
金
屏
風
と
し
て
は
、
祝
福
の
イ
メ
ー
ジ
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
千
手
観
音
像
の
眷
属
で
あ
っ
た
風
神
・
雷
神
が
単
独
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
早
い
例
と
し
て
、
日
光
東
照
宮
の
《
風
神
雷
神
像
》（
挿
図
7
）
が
あ
る
。
明
治

元
年
（
一
八
六
八
）
三
月
に
神
仏
分
離
の
令
が
発
布
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
明
治
四

年
に
陽
明
門
か
ら
大
猷
院
廟
に
移
さ
れ11
、
現
在
の
陽
明
門
に
は
随
身
像
が
安
置
さ
れ

て
い
る
が
、
狩
野
探
幽
筆
《
東
照
宮
縁
起
絵
巻
》（
挿
図
8
、
一
六
四
〇
年
、
日
光
東

照
宮
蔵
）
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
徳
川
家
光
（
一
六
〇
四
―
五
一
）
が
行
っ
た
寛
永

十
七
年
（
一
六
四
〇
）
の
二
十
五
年
神
忌
に
向
け
て
の
大
造
替
以
後
の
陽
明
門
に
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
三
山
進
氏
に
よ
る
と11
、両
像
は
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）

三
月
に
京
都
の
七
条
仏
所
に
制
作
が
命
じ
ら
れ
、
寛
永
十
六
年
十
一
月
に
出
来
上

が
っ
て
い
る
。
宗
達
本
が
寛
永
十
四
、
五
年
頃
の
作
と
す
る
と
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時

期
、
あ
る
い
は
着
手
さ
れ
た
の
は
若
干
早
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
宗
達
や
打
它
家

の
人
々
が
日
光
東
照
宮
の
風
神
雷
神
像
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で

あ
る
。
た
だ
、
宗
達
以
前
に
「
風
神
雷
神
」
を
金
屏
風
に
絵
画
化
し
た
例
を
寡
聞
に

し
て
知
ら
な
い
の
で
、
同
時
代
の
作
事
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た
可
能
性
は
残
さ
れ

る
。そ

の
推
測
を
補
強
す
る
の
は
、
幕
府
の
御
用
絵
師
・
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
―
七

四
）
が
描
い
た
と
さ
れ
る
《
風
神
雷
神
図
屏
風
》（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
）
で
あ

る11
。
墨
画
淡
彩
の
瀟
洒
な
画
面
に
風
神
と
雷
神
を
現
出
さ
せ
た
探
幽
画
で
は
、
驟
雨

と
暴
風
に
苦
悩
す
る
人
物
を
描
き
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
神
は
風
と
雷
と
い
う

自
然
の
猛
威
そ
の
も
の
を
表
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
雷
神
の
体
は
赤
く

塗
ら
れ
て
い
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
十
七
世
紀
に
は
江
戸
の
浅
草
寺
に
も
風
神
雷

神
像
が
作
ら
れ
、
風
神
雷
神
図
が
描
か
れ
て
い
た
。
日
光
東
照
宮
関
係
の
作
品
が
、

こ
の
テ
ー
マ
が
十
七
世
に
複
数
出
て
来
る
引
き
金
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
想
像

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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光
琳
本
の
制
作
意
図
と
表
現
の
特
色

光
琳
本
の
裏
屏
風
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
が
、
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
―
一
八
二

九
）
の
《
夏
秋
草
図
屏
風
》（
東
博
蔵
）
で
あ
る
。
そ
の
下
絵
（
東
京
・
出
光
美
術

館
蔵
）
の
出
現
か
ら
、
光
琳
本
は
文
政
四
年
（
一
八
〇
二
）
頃
、
抱
一
の
裏
屏
風
と

も
ど
も
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
（
一
七
七
三
―
一
八
四
一
）
の
父
・
一
橋
治
済
（
一

七
五
一
―
一
八
二
七
）
に
差
し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る11
。「
裏
の
屏

風
絵
」
と
し
て
は
破
格
の
力
作
と
な
っ
た
《
夏
秋
草
図
屏
風
》
の
存
在
こ
そ
、
抱
一

の
光
琳
画
へ
の
敬
意
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
は
な
い
。
彼
は
表
の
光
琳
画
に
深
く
感

銘
し
た
に
違
い
な
い
。
光
琳
の
風
神
に
対
し
て
は
風
に
吹
か
れ
る
秋
草
を
、
雷
神
に

対
し
て
は
夏
の
驟
雨
に
打
た
れ
た
夏
草
を
対
照
さ
せ
る
と
と
も
に
、
表
の
金
地
に
対

し
て
裏
を
銀
地
に
す
る
と
い
う
、
周
到
な
配
慮
に
よ
っ
て
絶
妙
な
趣
向
を
凝
ら
し

た
。
抱
一
は
光
琳
画
に
自
ら
の
画
業
を
代
表
す
る
記
念
碑
的
な
作
品
を
添
え
て
、
将

軍
の
父
と
い
う
時
の
権
力
者
に
贈
っ
た
こ
と
に
な
る
。
残
念
な
が
ら
現
在
、
光
琳
の

《
風
神
雷
神
図
屏
風
》
が
も
と
も
と
一
橋
徳
川
家
の
注
文
品
で
あ
っ
た
か
否
か
を
確

か
め
る
す
べ
は
な
い
。
あ
る
い
は
酒
井
家
か
ら
の
注
文
品
で
あ
っ
た
も
の
に
、
抱
一

が
自
ら
裏
屏
風
を
描
き
加
え
て
一
橋
治
斉
に
贈
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
、
光
琳
本
と
思
わ
れ
る
風
神
雷
神
図
屏
風
が
、
文
政
三
年
十
二
月
、
幕
府
御
用
絵

師
・
住
吉
家
に
鑑
定
の
た
め
に
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
当
時
光
琳
本
が
江
戸
に
あ
っ

た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い11
。
残
念
な
が
ら
所
蔵
者
に
関
す
る
情
報
は
そ
の
鑑
定
控

に
は
見
当
た
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
金
箔
地
に
発
色
の
良
い
良
質
な
絵
の
具
を

多
用
す
る
光
琳
の
《
風
神
雷
神
図
屏
風
》
は
、
相
応
の
経
済
力
を
有
す
る
有
力
者
か

ら
の
注
文
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
る
で
勢
い
込
ん
で
描
い
た
か
の
よ
う

な
迫
力
あ
る
描
写
は
、
そ
の
推
測
を
促
す
に
充
分
で
あ
る
。
宗
達
画
に
比
べ
て
か
な

り
ギ
ラ
ギ
ラ
と
輝
く
光
琳
の
画
面
か
ら
は
、
特
別
な
注
文
に
張
り
切
っ
て
制
作
に
当

た
っ
た
光
琳
の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
江
戸
初
期
の
「
京
都
」
の
上
層
町
衆

ら
に
愛
好
さ
れ
て
い
た
《
風
神
雷
神
図
屏
風
》
は
、
光
琳
に
よ
っ
て
「
江
戸
」
の
地

で
再
生
さ
れ
、
武
家
ら
の
環
境
で
新
た
な
一
歩
を
歩
み
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
両
屏
風
の
制
作
環
境
の
差
が
そ
の
表
現
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
光
琳
論
』（
中
央

公
論
美
術
出
版
社
）
で
初
め
て
仮
説
を
提
唱
し
た11
。
次
に
そ
の
内
容
を
一
部
訂
正

し
、
若
干
の
新
資
料
を
加
え
つ
つ
述
べ
た
い
。

光
琳
本
自
体
の
具
体
的
な
受
注
状
況
は
不
明
な
が
ら
、
十
九
世
紀
初
め
の
光
琳
本

の
動
向
は
、
江
戸
の
武
家
社
会
に
お
け
る
光
琳
本
の
意
味
付
け
を
考
察
す
る
の
に
ひ

じ
ょ
う
に
示
唆
的
で
あ
る
。
酒
井
雅
楽
頭
家
と
い
う
名
門
譜
代
大
名
の
次
男
に
生
ま

れ
た
抱
一
と
、
時
の
最
高
権
力
者
権
力
者
・
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
父
・
一
橋
治

斉
と
は
、
風
神
雷
神
に
対
し
て
徳
川
家
の
、
ひ
い
て
は
天
下
の
守
護
神
と
し
て
少
な

か
ら
ず
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
江
戸
時
代
初
期
に
造
営
さ
れ
た
日

光
東
照
宮
の
陽
明
門
に
は
京
都
の
七
条
仏
所
が
制
作
し
た
《
風
神
雷
神
像
》
が
置
か

れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
そ
れ
ら
は
陽
明
門
と
い
う
要
所
に
安
置
さ
れ
て
大
事

な
守
護
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
、
鮮
や
か
な
極
彩
色
で
彩
ら
れ
た
こ

の
《
風
神
雷
神
像
》
は
、
大
名
な
ど
の
上
層
武
家
が
日
光
社
参
な
ど
を
行
っ
た
折
に

は
か
な
り
目
を
引
く
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
徳
川
家
斉
の
父
・
一
橋
治
斉
が

《
風
神
雷
神
図
屏
風
》
を
手
に
入
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
風
神
雷
神
が
徳
川
家
の

御
廟
の
守
護
神
で
あ
っ
た
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

浅
草
寺
雷
門
の
《
風
神
雷
神
像
》
も
江
戸
初
期
に
造
像
さ
れ
た
も
の
で
、『
江
戸

砂
子
』（
初
版
は
享
保
十
七
年

=

一
七
三
二
年
）
に
よ
る
と
雷
門
は
南
の
総
門
で
昔

は
そ
の
前
に
は
松
並
木
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
江
戸
時
代
ま
で
は
天
台
宗
寺
院
で
あ
っ

た
浅
草
寺
は
、
徳
川
家
康
の
側
近
と
な
っ
た
天
台
僧
・
天
海
（
？
―
一
六
四
三
）
に

よ
っ
て
幕
府
の
祈
願
所
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
増
上
寺
と
並
ん
で
菩
提
寺
と
な
っ
た
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寛
永
寺
ほ
ど
の
徳
川
家
と
の
密
接
な
関
係
は
発
展
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
し
か
し

な
が
ら
、
江
戸
時
代
た
び
た
び
焼
失
し
た
浅
草
寺
の
再
建
が
常
に
幕
府
の
公
儀
普
請

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
て
も11
、
徳
川
家
が
浅
草
寺
を
重
ん
じ
て
い
た
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
ち
な
み
に
旗
本
出
身
で
鳥
取
藩
の
支
藩
・
若
桜
藩
の
第
五
代
藩

主
と
な
っ
た
池
田
定
常
（
一
七
六
七
―
一
八
三
三
、
松
平
冠
山
と
も
呼
ば
れ
た
）
が

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
編
ん
だ
『
浅
草
寺
志
』
に
は
、
雷
門
の
《
風
雷
二
神

像
》
は
「
天
下
太
平
・
風
雨
順
時
・
伽
藍
守
護
」
の
た
め
に
安
置
さ
れ
た
と
説
か
れ

て
い
る
。
な
お
同
じ
『
浅
草
寺
志
』
に
よ
る
と
、
本
堂
内
陣
中
央
に
据
え
ら
れ
た
御

宮
殿
の
背
後
の
裏
堂
の
外
の
間
の
鴨
居
の
上
の
左
右
に
は
、
狩
野
重
信
（
生
没
年
不

詳
）
に
よ
る
風
神
雷
神
図
が
描
か
れ
て
い
た11
。
今
回
、
浅
草
寺
教
化
部
の
藤
元
裕
二

氏
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
第
二
次
大
戦
前
に
撮
ら
れ
た
写
真
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で

き
、
風
神
雷
神
図
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
本

堂
を
挟
ん
で
南
に
は
雷
門
の
風
神
雷
神
像
、
北
に
は
裏
堂
の
風
神
雷
神
図
が
位
置
し

て
い
て
こ
と
に
な
る
。
狩
野
重
信
に
関
し
て
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、
少
な
く
と
も

活
躍
期
か
ら
考
え
て
江
戸
時
代
前
期
の
浅
草
寺
再
建
の
時
期
に
描
か
れ
た
も
の
と
考

え
て
間
違
い
な
い11
。

何
故
、
風
神
雷
神
が
徳
川
家
に
と
っ
て
重
要
な
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
要

因
の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
る
の
が
、
幕
府
の
治
天
の
仕
組
み
で
あ
る
。
石
高
制
が
体
制

の
基
礎
を
形
成
し
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
農
本
位
制
を
採
る
徳
川
政
権
で
は
、
安
定
し

た
農
業
生
産
が
体
制
維
持
の
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
風
と
雷
に
代
表
さ
れ
る
自
然
現

象
を
司
る
風
神
雷
神
に
、
荒
天
を
鎮
め
、
五
穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

の
機
能
を
求
め
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸
滞
在
期
に
大
名
家
等
に
出
仕

し
た
折
に
、
江
戸
の
上
層
武
家
た
ち
の
風
神
雷
神
に
対
す
る
意
味
付
け
を
知
り
、
上

層
武
家
に
と
っ
て
の
そ
の
重
要
性
を
悟
っ
た
光
琳
は
、
京
都
に
戻
っ
て
以
降
、
そ
う

し
た
気
持
ち
に
響
く
よ
う
に
力
強
い
風
神
雷
神
図
を
描
き
出
し
た
。
光
琳
本
が
黒
々

と
し
た
雲
を
大
き
く
描
い
て
雨
雲
を
連
想
さ
せ
て
い
る
の
も
、
松
平
冠
山
の
言
う

「
風
雨
順
時
」、
つ
ま
り
雨
や
風
が
順
調
に
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
す
よ
う
に
と
い
う
願

い
を
そ
こ
に
託
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
光
琳
本
が
宗
達
本
の
よ
う
な
浮

遊
感
を
消
失
さ
せ
、
画
面
上
で
不
動
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の

も
威
儀
を
演
出
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
受
容
の
場
の
問

題
は
、
宗
達
本
と
光
琳
本
の
違
い
を
生
む
重
要
な
契
機
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
る

所
以
で
あ
る
。

筆
者
が
近
年
偶
然
に
も
紹
介
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
書
簡
で
光
琳
は
、

「
宗
達
之
筆　

御
取
出
し
被
成
候
ハ
　ゝ

乍
御
六
ツ
敷　

御
し
ら
せ　

御
見
せ
可
被

下
候
可
存
候
」
と
書
き
記
し
て
い
る22
。
宗
達
の
作
品
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
知
ら
せ
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
内
容
等
か
ら
総
合

的
に
判
断
し
て
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
そ
の
手
紙
の
出
現

に
は
ひ
じ
ょ
う
に
驚
い
た
し
、
晩
年
に
な
っ
て
も
本
気
で
宗
達
画
を
求
め
て
い
た
光

琳
の
肉
声
を
聞
い
た
気
が
し
て
、
な
ん
と
な
く
愛
お
し
く
も
思
え
た
。
二
つ
の
《
風

神
雷
神
図
屏
風
》
に
関
す
る
研
究
は
未
だ
途
上
で
あ
り
、
最
後
ま
で
追
い
求
め
て
い

た
光
琳
の
気
力
を
見
習
い
、
次
に
用
意
し
て
い
る
『
宗
達
論
』
の
な
か
で
さ
ら
に
展

開
で
き
れ
ば
と
祈
念
し
て
い
る
。

註１　

相
見
香
雨
「
宗
達
風
雷
神
と
妙
光
寺
」（『
萠
春
』
八
十
一
号
、
一
九
六
〇
年
）。

２ 　

打
它
公
軌
に
つ
い
て
は
、
小
高
敏
郎
『
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
一

九
六
四
年
）
の
「
寛
文
期　

第
一
章
」
及
び
、
相
馬
藩
の
『
衆
臣
家
譜　

巻
十
五
』（
相

馬
市
史
編
纂
室
編
）、
所
載
打
陀
家
の
家
譜
。
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３　

林
屋
辰
三
郎
「
町
衆
の
成
立
」（『
史
学
雑
誌
』
五
九
号
、
一
九
五
〇
年
）。

４ 　

宗
達
の
生
没
年
は
不
明
な
が
ら
、
後
継
者
の
宗
雪
が
寛
永
十
九
年
十
一
月
の
時
点
で

法
橋
位
に
就
い
て
い
る
の
で
（『
隔
蓂
記
』
寛
永
十
九
年
十
一
月
廿
九
日
の
条
）、
そ
れ

以
前
に
没
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
宗
雪
は
寛
永
十
六

年
八
月
の
記
録
で
は
法
橋
と
呼
ば
れ
て
い
な
い
（
堺
・
養
寿
寺
蔵
『
永
代
法
式
』
寛
永

十
六
年
八
月
念
日
（
廿
日
））。

５ 　

馬
瀬
智
光
「
史
跡
妙
光
寺
境
内
調
査
報
告
」（『
京
都
市
文
化
財
保
護
課
研
究
紀
要
』

第
二
号
、
二
〇
一
九
年
）
に
は
、
印
金
堂
と
も
呼
ば
れ
た
開
山
堂
の
遺
構
に
関
す
る
詳

し
い
調
査
報
告
が
あ
る
。

６ 　

川
崎
博
「『
蕉
牕
餘
吟
』
に
あ
ら
わ
れ
る
光
琳
と
乾
山　

上
・
下
」（『
古
美
術
』
八

十
一
・
八
十
二
号
、
一
九
八
七
年
）。

７ 　

内
藤
正
人
「
風
神
雷
神　

宗
達
・
光
琳
そ
し
て
抱
一
を
つ
な
ぐ
も
の
」（『
国
宝　

風

神
雷
神
図
屏
風　

宗
達
・
光
琳
・
抱
一　

琳
派
芸
術
の
継
承
と
創
造
』
展
カ
タ
ロ
グ
所

載
、
出
光
美
術
館
、
二
〇
〇
六
年
）。

８ 　

宗
達
が
谷
家
の
祥
雲
寺
の
た
め
に
制
作
し
た
の
に
引
き
続
い
て
、
後
継
者
宗
雪
が
谷

家
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
同
じ
く
堺
の
豪
商
・
今
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
養
寿
寺
に
、

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
杉
戸
二
枚
の
表
裏
に
《
竹
に
虎
図
》
と
《
鹿
に
紅
葉
図
》

（
い
ず
れ
も
現
存
せ
ず
）
を
描
い
て
い
る
の
で
（
堺
市
役
所
編
『
堺
市
史
』
第
七
巻
（
府

中
書
院
、
一
九
四
七
年
）「
第
二
編　

神
社
、
寺
院
、
教
會
誌
」
の
「
第
二
章　

寺
院

誌
」
の
「
第
六
節　

日
蓮
宗
」
の
「（
一
四
）
養
壽
寺
」
の
項
）、
宗
達
以
後
も
宗
達
工
房

な
い
し
は
宗
雪
と
堺
の
町
家
と
の
関
係
が
続
い
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
祥
雲
寺

の
大
檀
家
で
あ
っ
た
当
時
の
谷
家
の
当
主
谷
長
右
衛
門
安
殷
は
、
正
徳
四
年
（
一
七
一

四
）
に
始
ま
る
金
銀
貨
改
鋳
に
対
し
て
新
井
白
石
に
重
要
な
建
議
を
行
な
っ
た
人
物
で
、

同
年
十
月
に
金
銀
貨
改
鋳
に
伴
っ
て
三
都
に
置
か
れ
た
引
替
所
の
う
ち
大
坂
の
そ
れ
は
、

谷
家
の
大
坂
出
張
所
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
田
谷
博
吉
『
近
世
銀
座
の
研
究
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）、
及
び
『
祥
雲
寺
略
記
』（
大
阪
・
堺
中
央
図
書
館
蔵
）。

９ 　
『
看
聞
御
記
』
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
七
月
。

10 　

拙
論
「
多
彩
化
す
る
源
氏
物
語
絵
の
機
能
と
造
形
」（
佐
野
み
ど
り
編
『
源
氏
絵
集

成
』
所
収
、
藝
華
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。

11 　

平
泉
澄
「
日
光
に
於
け
る
神
佛
分
離
」（
村
上
専
精
他
編
『
明
治
維
新
神
佛
分
離
史

料
』
第
二
巻
、
名
著
出
版
、
一
九
七
〇
年
）。

12 　

陽
明
門
の
《
風
神
雷
神
像
》
の
制
作
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
三
山
進
「
近
世
七
条
仏

所
の
幕
府
御
用
を
め
ぐ
っ
て
―
新
出
の
史
料
を
中
心
に
―
」（『
鎌
倉
』
八
十
号
、
一
九

九
六
年
）。

13 　

紙
本
墨
画
淡
彩
。
伝
探
幽
筆
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
様
式
的
に
探
幽
画
風
で
あ
る

こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
安
村
敏
信
「
再
発
見
さ
れ
た
探
幽
斎
落
款
の
風
神
雷
神
図
屏

風
」（『
古
美
術
』
七
一
号
、
一
九
八
四
年
）。

14 　

山
根
有
三
「
酒
井
抱
一
筆　

夏
草
雨
・
秋
草
風
図
屏
風
下
絵
」（『
國
華
』
一
一
五
四

号
、
一
九
九
二
年
）。

15 　
『
住
吉
家
古
画
留
帳
』（
東
京
藝
術
大
学
図
書
館
蔵
）。
当
時
の
住
吉
家
の
当
主
は
雷

神
図
の
略
図
を
描
く
と
同
時
に
「
雷
神
風
神
二
枚
折
屏
風　

光
琳
不
宜
申
遣
ス
」
と
書

き
記
し
て
い
る
。

16 　

拙
著
『
光
琳
論
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
の
第
六
章
。

17 　

伊
藤
宏
之
「
浅
草
寺
と
『
浅
草
寺
縁
起
』」。（『
台
東
区
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
十

六
集
』（
東
京
都
台
東
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）
収
載
）。

18 　

松
平
冠
山
編
『
浅
草
寺
志　

上
編
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
六
年
）。

19 　

狩
野
重
信
に
つ
い
て
は
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
複
数
の

絵
師
が
想
定
さ
れ
る
。
拙
著
「
竹
に
芥
子
図
屏
風
に
つ
い
て
」（『
美
し
き
ア
ジ
ア
の
玉

手
箱　

シ
ア
ト
ル
美
術
館
所
蔵　

日
本
・
東
洋
美
術
名
品
展
カ
タ
ロ
グ
』
所
収
、
読
売

新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

20 　

註
16
の
同
書
の
図
６-

38
。
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挿図１　俵屋宗達《風神雷神図屏風》（京都・建仁寺蔵）

挿図２　尾形光琳《風神雷神図屏風》（東京国立博物館蔵）

挿図４　尾形光琳《風神雷神図屏風》部分挿図３　俵屋宗達《風神雷神図屏風》部分
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挿図６　尾形光琳《風神雷神図屏風》部分挿図５　俵屋宗達《風神雷神図屏風》部分

挿図８　�狩野探幽《東照宮縁起絵巻》部分�
（日光東照宮蔵）

挿図７　《風神雷神像》（旧日光東照宮陽明門）


